
木曽駒ヶ岳登山マップ ①

極楽平への登山道
千畳敷駅 ホテル千畳敷

至三ノ沢岳へ

八丁坂
分岐点
八丁坂
分岐点

頂上直下に太いクサリ場あり
横ばいで歩く、交互通行が必要！

小さいカール状地形
この辺の紅葉はあざやか
小さいカール状地形

この辺の紅葉はあざやか

振り返ると、ホテル千畳敷が
箱船のように見えます

振り返ると、ホテル千畳敷が
箱船のように見えます

この先より上は
登山靴や雨具など装備必要

中央アルプス・千畳敷カール中央アルプス・千畳敷カール

コース以外は立ち入り厳禁
高山植物を大切に

お花畑

剣ヶ池

極楽平

八丁坂

南アルプスが
絶景！

三ノ沢岳
2,847m

遊歩道

山を甘く
見ないで

駒ヶ岳神社

駒ヶ岳神社

乗越浄土

至伊那前岳へ
（2,883m）

至駒飼ノ池へ

至濃ヶ池へ

至空木岳へ（2,864m）

木曽駒ヶ岳 2,956m

宝剣岳 2,931m

天狗岩

オットセイ岩

中岳 2,925m

北アルプス

乗鞍岳

南アルプス

頂上からの展望最高！！

岩の頂上
風当たり強い

テント場はここのみテント場はここのみ

滑落多発！！

こちら側からの
落石に注意

負傷事故多発個所
つまずき、転倒事故が多い

御嶽山

危

危

危

危

駒ヶ岳まで
往復4時間

急斜面
下り時要注意

チョウノスケソウチョウノスケソウ

コマクサコマクサ

チシマギキョウチシマギキョウ

クモマスミレクモマスミレ

ヒメウスユキソウヒメウスユキソウ

キバナシャクナゲキバナシャクナゲ

中央アルプスの砂礫地だけに生え
る希少種です。空気中の水分を頼
りに生きる姿がなんとも可憐です。

ヒメウスユキソウ

単独で群生しており、凛とした様
子が何とも女王の風格を感じさせ
ます。

コマクサ

普通のスミレを想像していると、
高山の岩場でたくましく生きるク
モマスミレの姿に驚き感動を受け
る方もいるのではないでしょう
か？

クモマスミレ

息を切らした登山者を迎えるよう
に、岩の隙間で凛と佇んでいる姿
は、訪れた人の心を癒してくれる
のではないでしょうか。

チシマギキョウ

この花を見たくて登山をする人も
多く、高嶺の花ともいわれていま
す。

キバナシャクナゲ

極楽平付近で見ることができます。
やや希な植物といわれています。

チョウノスケソウ
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木曽駒ヶ岳登山マップ ②

木曽駒ヶ岳1
山頂からは北アルプス・南アルプス・宝剣岳をはじめとする
中央アルプスの峰々に御岳と360℃パノラマが楽しめます。

2 中岳
中岳山頂で一休み。振り返れば宝剣岳、横には御岳、
目の前には駒ケ岳…もうひと頑張りです。

9 ホテル千畳敷周辺 1010 剣ヶ池周辺

宝剣岳 ＆天狗岩3

4 乗越浄土からの眺め
急坂な八丁坂を登り切ると、乗越浄土があります。
息を切らして八丁坂を登ってきた人々の疲れが一気に吹っ飛んでしまうくらいダイナミックな景色が広がっています。
夏は大勢の人が休憩しながら眺めを楽しんでいます。

千畳敷カール遊歩道を進んでいくと、途中に八丁坂に抜ける
分岐点があります。この八丁坂は非常に急坂な為、足元を
よく気をつけながら登ることが大切です。

駒ヶ岳ロープウェイを降りてホテル千畳敷を外に出ると、目の前に悠然と佇む宝剣岳と雄大な南アルプスをご覧いただけます。
ホテル西側には一年の山の安全を願って建造された駒ヶ岳神社が、山を訪れた人々を見守っています。

アップダウンを繰り返しながらようやく辿り着く。
独立峰からは、駒ヶ岳・宝剣岳をはじめとする
中央アルプスの峰々の木曽谷側からの景色が眺められ、
木曽谷と御岳が眼前に迫ってきます。

ホテル千畳敷の西側、駒ヶ岳神社を左に抜けると、
極楽平への登山道があります。三ノ沢岳方面、
空木岳方面に分かれる「極楽平分岐点」からは、
眺めも非常に素晴らしいものです。

写真撮影で一番人気のあるスポットです。
剣ヶ池とお花畑の千畳敷カール、そして宝剣岳を写真
一枚に収めることができるのはここだけです。

オットセイ岩5

6 八丁坂 三ノ沢岳7 8 極楽平

宝剣岳周辺は鎖場があり、それ
なりの技術や体力が必要です。
宝剣岳山頂は人一人が立てる
スペースしかないほど、ゴツ
ゴツした岩場になっています。
宝剣岳の裏側にあるのが、
天狗岩と呼ばれ、その名の
とおり天狗の横顔に見える
岩があります。

八丁坂の途中に、宝剣岳に向かって首を伸ばしている
オットセイのように見える「オットセイ岩」があります。
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